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中
央
大
学
講
師

西
住
祐
亮

四
人
に
ま
と
ま
っ
て
き
た
民
主
党
大
統
領
選
挙
候
補
者
。

外
交
で
は
既
存
の
国
際
秩
序
を
重
視
す
る

主
流
派
の
外
交
路
線
に
加
え
て
、

「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
外
交
」
を
掲
げ
る
勢
力
も
力
を
伸
ば
す
。

民
主
党
有
力
候
補
の

外
交
政
策

—
—

バ
イ
デ
ン
氏
と
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
を
中
心
に

に
し
ず
み
　
ゆ
う
す
け
　
一
九
八
二
年
生
ま
れ
。

二
〇
一
五
年
、
中
央
大
学
博
士
後
期
課
程
修
了
。

千
葉
商
科
大
学
講
師
を
経
て
、
現
在
は
国
立

国
会
図
書
館
非
常
勤
調
査
員
な
ど
も
務
め
る
。

論
文
「
オ
バ
マ
政
権
下
に
お
け
る
紛
争
介
入
政

策
の
検
証 

介
入
と
不
介
入
の
狭
間
で
」
な
ど
。

12月19 日、ロサンゼルスで行われた
第 6 回テレビ討論。右からバーニー・
サンダース、ジョー・バイデン、エリ
ザベス・ウォーレン、ピート・ブティ
ジェッジの各候補（ロイター／アフロ）
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トランプ外交は世界をどこに導くか
　

民
主
党
予
備
選
が
正
式
に
始
ま
る
（
今
年
二
月
三
日
）
の
を
目
前

に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
及
び
世
界
で
は
、
民
主
党
有
力
候
補
の
動
き
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

民
主
党
予
備
選
を
見
据
え
た
全
米
の
世
論
調
査
で
は
、
バ
イ
デ
ン

（Joe Biden

）
前
副
大
統
領
、
サ
ン
ダ
ー
ス
（Bernie Sanders

）

上
院
議
員
（
無
所
属
、バ
ー
モ
ン
ト
州
）、ウ
ォ
ー
レ
ン
（Elizabeth 

W
arren

）
上
院
議
員
（
民
主
党
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）
が
長

ら
く
上
位
を
維
持
し
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ッ
プ
３
」
を
形
成
し
て
き

た
。
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
サ
ウ
ス
ベ
ン
ト
市
の
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ

ジ
（Pete Buttigieg

）
前
市
長
は
、
序
盤
に
予
備
選
が
行
わ
れ
る

州
の
世
論
調
査
で
好
位
置
に
つ
け
て
お
り
、
こ
の
四
者
の
い
ず
れ
か

が
、
本
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
対
峙
す
る
公
算
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
（
一
月
現
在
）。

　

こ
れ
ま
で
、
民
主
党
予
備
選
に
向
け
た
党
内
議
論
で
は
国
内
問
題

が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
外
交
問
題
が
主
要
争
点
と
な
る
場
面
は
少

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
イ
ラ
ン
司
令
官
殺
害

（
一
月
三
日
）
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
様
相
が
一
変
す
る
可
能
性
も

あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
念
頭
に
、
民
主
党
有
力
候
補
の
外
交
政
策
に
つ

い
て
、
候
補
者
間
の
違
い
や
、
ト
ラ
ン
プ
外
交
と
の
向
き
合
い
方
に

注
目
し
て
概
観
し
て
み
た
い
。

穏
健
派
と
台
頭
す
る
左
派
の
対
立
図
式

　

民
主
党
の
有
力
候
補
四
人
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
尺
度
か
ら

比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。候
補
者
の
年
齢
に
注
目
す
る
と
、サ
ン
ダ
ー

ス
氏
、
バ
イ
デ
ン
氏
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
の
三
者
が
七
〇
歳
代
で
あ
る

中
、
三
七
歳
の
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
氏
は
異
彩
を
放
つ
存
在
で
あ
る
。

　

公
職
経
験
の
長
さ
と
い
う
点
で
は
、
バ
イ
デ
ン
氏
と
サ
ン
ダ
ー
ス

氏
が
長
い
経
験
を
持
つ
の
に
対
し
、
上
院
議
員
選
挙
に
勝
利
す
る

二
〇
一
二
年
ま
で
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
と
、
同
年
に

サ
ウ
ス
ベ
ン
ト
市
長
と
な
っ
た
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
氏
は
、
相
対
的
に

公
職
経
験
が
短
い
。
副
大
統
領
に
な
る
ま
で
の
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
実

に
三
六
年
間
に
わ
た
っ
て
上
院
議
員
（
民
主
党
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
）

を
務
め
、
こ
の
間
、
上
院
外
交
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
も
務
め
た
。

サ
ン
ダ
ー
ス
氏
も
、
上
院
議
員
（
〇
七
年
か
ら
）
に
な
る
前
は
下
院

議
員
（
無
所
属
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
）
を
一
六
年
間
、
さ
ら
に
そ
の
前

は
バ
ー
リ
ン
ト
ン
市
長
（
バ
ー
モ
ン
ト
州
）
を
八
年
間
務
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
公
職
経
験
の
長
さ
は
、候
補
者
と
し
て
の「
強
み
」に
も「
弱

み
」
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
特
に
、
ア
メ
リ
カ
政

界
の
主
流
に
身
を
置
き
続
け
て
き
た
バ
イ
デ
ン
氏
の
選
挙
戦
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、支
持
層
の
特
徴
と
い
う
点
で
は
、ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
と
ブ
テ
ィ
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ジ
ェ
ッ
ジ
氏
が
高
学
歴
の
エ
リ
ー
ト
層
を
主
た
る
支
持
基
盤
と
す
る

の
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン
氏
と
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
白
人
労
働
者
層
に
支

持
を
広
げ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
四
者
の
外
交
姿
勢
を
理
解
す
る
上
で
最
も
重
要
と
思
わ

れ
る
の
が
、
党
内
穏
健
派
と
党
内
左
派
の
対
立
図
式
で
あ
る
。

　

民
主
党
の
中
で
は
、
か
ね
て
か
ら
穏
健
派
と
リ
ベ
ラ
ル
派
の
対
立

が
あ
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
を
中
心
に
、
穏
健
派
が
党
内
で
優

勢
と
な
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
穏

健
派
は
、
党
内
で
の
発
言
力
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

　

対
照
的
に
、
今
日
の
民
主
党
で
急
激
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る
の

が
、
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
に
代
表
さ
れ
る
党
内
左
派
で
あ
る
。
こ
う
し
た

党
内
左
派
は
、
経
済
政
策
の
分
野
を
中
心
に
、
従
来
の
リ
ベ
ラ
ル
派

よ
り
も
さ
ら
に
左
寄
り
の
政
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
で
は
「
急
進
左
派
」「
最
左
派
」
と
い
っ
た
表
現
で
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

民
主
党
有
力
候
補
四
人
を
、
穏
健
派
と
台
頭
す
る
左
派
の
対
立
図

式
の
中
に
位
置
付
け
て
み
る
と
、①
バ
イ
デ
ン
氏
、②
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ

ジ
氏
が
党
内
穏
健
派
で
、
③
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
、
④
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
が

党
内
左
派
と
い
う
格
好
に
な
る
（
後
ろ
に
行
く
ほ
ど
左
寄
り
）。
特

に
バ
イ
デ
ン
氏
と
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
穏
健
派
と
左
派
の

立
場
を
、
自
ら
意
識
的
に
強
調
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
の
存
在
を
、

今
日
の
民
主
党
が
抱
え
る
亀
裂
の
象
徴
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

米
国
に
あ
る
三
つ
の
国
際
秩
序
観

　

と
こ
ろ
で
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
世
界
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
や
、
国
際
秩
序
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、

大
き
く
三
つ
の
路
線
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

第
一
の
路
線
は
、
党
派
の
違
い
を
超
え
て
長
ら
く
支
持
さ
れ
て
き

た
主
流
派
の
外
交
路
線
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
、
民
主
主
義
や
自
由

貿
易
を
基
調
と
す
る
ア
メ
リ
カ
主
導
の
既
存
秩
序
を
重
視
す
る
も
の

で
あ
り
、
軍
事
、
経
済
、
価
値
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
と
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
よ
っ
て
「
破
壊
」
さ
れ
つ
つ
あ
る
既
存
秩
序
の
「
修
復
」
を
、

今
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
の
重
点
目
標
に
据
え
る
姿
勢
も
、
こ
の
路
線

の
特
徴
で
あ
る
。

　

第
二
の
路
線
は
、
共
和
党
の
中
で
支
持
を
広
げ
つ
つ
あ
る
「
ア
メ

リ
カ
第
一
」
の
外
交
路
線
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
代
表
さ
れ

る
こ
の
路
線
は
、
対
外
関
与
へ
の
消
極
姿
勢
、
高
関
税
政
策
の
推
進
、

民
主
化
・
人
権
促
進
へ
の
無
関
心
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
国
内
の
諸
問
題
を
置
き
去
り
に
し
た
と
し
て
、
既
存
秩
序
に
強
い

不
満
を
示
す
の
も
、
こ
の
路
線
の
特
徴
で
あ
る
。

　

第
三
の
路
線
は
、
民
主
党
の
中
で
支
持
を
広
げ
つ
つ
あ
る
「
プ
ロ
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トランプ外交は世界をどこに導くか

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
外
交
」
と
呼
ば
れ
る
路
線
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
大

統
領
選
挙
に
向
け
て
、
党
内
左
派
の
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
と
ウ
ォ
ー
レ
ン

氏
は
、（
苦
手
と
さ
れ
て
き
た
）
外
交
問
題
に
関
す
る
発
信
を
強
化

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
今
日
の
民
主
党
で
は
、
主
流
派
の
外
交

路
線
と
も
「
ア
メ
リ
カ
第
一
」
路
線
と
も
異
な
る
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ

ブ
な
外
交
」
を
求
め
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
外
交
」
は
、
民
主
主
義
・
人
権
を
重
視
す
る

立
場
か
ら
、「
ア
メ
リ
カ
第
一
」
路
線
を
非
難
す
る
が
、
こ
れ
と
同

時
に
、
海
外
へ
の
軍
事
介
入
や
自
由
貿
易
を
警
戒
す
る
立
場
か
ら
、

主
流
派
の
外
交
路
線
に
も
反
対
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
プ

ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
外
交
」
は
既
存
秩
序
の
「
修
復
」
で
は
な
く
、
既

存
秩
序
の
「
改
善
」
を
求
め
る
立
場
と
言
え
る
。

外
交
政
策
を
め
ぐ
る
民
主
党
内
の
亀
裂

　

以
上
の
三
つ
の
国
際
秩
序
観
は
、
民
主
党
有
力
候
補
四
人
の
外
交

姿
勢
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
の
民
主
党

で
は
、
主
流
派
の
外
交
路
線
と
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
外
交
」
の
路

線
対
立
が
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
亀
裂
は
、
有
力
候
補

四
人
の
間
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
党
内

左
派
の
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
と
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
は
、「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ

な
外
交
」
を
主
導
す
る
存
在
で
あ
る
が
、
対
照
的
に
、
党
内
穏
健
派

の
バ
イ
デ
ン
氏
と
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
氏
は
、
総
じ
て
主
流
派
の
外
交

路
線
に
近
い
主
張
を
し
て
い
る
。

　

中
で
も
、
バ
イ
デ
ン
氏
と
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
の
両
者
は
、
外
交
政
策

の
分
野
で
も
、
党
内
の
亀
裂
を
象
徴
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
一

月
三
日
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
イ
ラ
ン
司
令
官
殺
害
以
降
、
両
者

は
外
交
政
策
に
関
す
る
発
信
を
強
め
て
い
る
が
、
主
張
の
中
身
は
ま

さ
に
好
対
照
で
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
、
自
身
の
外
交
経
験
、
各
国
指
導
者
と
の
つ
な
が

り
、ア
メ
リ
カ
軍
関
係
者
か
ら
の
支
持
表
明
の
多
さ
な
ど
を
誇
示
し
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
ア
メ
リ
カ
の
地
位

を
す
ぐ
さ
ま
再
建
す
る
と
の
意
向
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。

　

対
照
的
に
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
、
自
身
が
政
界
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と

し
て
主
流
派
の
外
交
路
線
に
異
議
を
唱
え
続
け
て
き
た
こ
と
や
、
海

外
へ
の
軍
事
介
入
に
反
対
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
、
ア
メ
リ
カ
外

交
に
は
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
方
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
民
主
党
内
の
亀
裂
は
、
各
候
補
を
支
え
る
外
交
顧
問
の

顔
ぶ
れ
を
把
握
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
民
主
党

系
外
交
専
門
家
の
間
で
は
、
党
内
穏
健
派
の
バ
イ
デ
ン
氏
と
ブ
テ
ィ

ジ
ェ
ッ
ジ
氏
に
対
し
て
、
支
持
表
明
を
す
る
動
き
が
目
立
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
外
交
専
門
家
の
多
く
が
民
主
党
歴
代
政
権
の
中
に
身

を
置
い
て
、
主
流
派
の
外
交
路
線
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
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る
と
、
両
者
に
支
持
が
集
ま
る
の
は
、
当
然
の
流
れ
と
も
言
え
る
。

バ
イ
デ
ン
陣
営
で
は
、
オ
バ
マ
政
権
期
に
国
務
副
長
官
を
務
め
た
ブ

リ
ン
ケ
ン
（T

ony Blinken

）
氏
な
ど
が
、
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
陣

営
で
は
、
オ
バ
マ
政
権
期
に
国
務
次
官
補
（
広
報
担
当
）
を
務
め
た

ウ
ィ
ル
ソ
ン
（D

oug W
ilson

）
氏
な
ど
が
、
外
交
顧
問
と
し
て
陣

営
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
党
内
左
派
の
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
と
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏

に
つ
い
て
は
、外
交
専
門
家
か
ら
の
支
持
表
明
が
相
対
的
に
少
な
い
。

サ
ン
ダ
ー
ス
陣
営
で
は
、
外
交
専
門
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
中
東
平
和
財

団
で
所
長
を
務
め
て
い
た
ダ
ス
（M

att D
uss

）
氏
な
ど
が
、ウ
ォ
ー

レ
ン
陣
営
で
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
教
授
の
シ
タ
ラ
マ
ン

（Ganesh Sitaram
an

）
氏
な
ど
が
、
外
交
顧
問
と
し
て
陣
営
の
活

動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
外
交
専
門
家
の
支
持
を
集
め
る
穏
健
派
の
二
人

が
、
外
交
論
戦
で
攻
勢
に
出
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う

は
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
左
派
の
二
人

の
方
が
精
力
的
に
外
交
関
連
の
発
信
を
し
て
お
り
、「
プ
ロ
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
外
交
」
の
考
え
方
が
、
民
主
党
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
つ

つ
あ
る
争
点
も
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
点
と
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
群
を
抜
い
て
豊
富

な
外
交
経
験
を
持
つ
バ
イ
デ
ン
氏
が
、
こ
れ
ま
で
外
交
論
戦
を
積
極

的
に
仕
掛
け
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
イ
ラ
ン
司
令
官
殺
害
を
き
っ
か
け
に
、
バ
イ

デ
ン
氏
も
外
交
関
連
の
発
信
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
。
た
だ
バ
イ
デ
ン

氏
の
経
歴
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
ま
で
消
極
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
こ

と
は
際
立
っ
た
態
度
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
消
極
姿
勢
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
党
内
で

「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
外
交
」
が
支
持
を
広
げ
、
豊
富
な
外
交
経
験

が
必
ず
し
も
「
得
点
」
と
は
見
な
さ
れ
な
い
、
と
い
う
民
主
党
の
現

状
で
あ
る
。
特
に
、
上
院
議
員
で
あ
っ
た
バ
イ
デ
ン
氏
が
、
対
イ
ラ

ク
軍
事
力
行
使
容
認
決
議
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
に
賛
成
票
を
投

じ
た
過
去
は
、
主
流
派
の
外
交
路
線
の
「
失
敗
」
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
、
今
も
な
お
執
拗
な
批
判
を
受
け
て
い
る
。

本
選
挙
に
向
け
た
課
題

　

最
後
に
、
民
主
党
候
補
が
抱
え
る
、
本
選
挙
に
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
指
摘
し
て
み
た
い
。
第
一
は
、
民
主
党
の
左
傾
化

に
伴
う
リ
ス
ク
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、
例
え
ば
、
気
候
変
動
の
問
題
に
関
し
て
指
摘
で
き
る
。

気
候
変
動
対
策
は
、
も
と
も
と
民
主
党
の
中
で
も
、
左
寄
り
の
勢
力

が
重
視
す
る
案
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
に
お
い
て
は
、
気
候
変

動
を
「
安
全
保
障
上
の
最
大
の
脅
威
」
と
す
る
見
方
が
、
民
主
党
全
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体
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
結
果
、
二
〇
二
〇
年
選
挙
に
向
け
て

は
、
民
主
党
候
補
が
、
競
う
よ
う
に
気
候
変
動
対
策
を
有
権
者
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
民
主
党
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
政
策
が
必
ず
し
も

問
題
解
決
に
資
す
る
政
策
で
な
い
と
す
る
声
や
、
本
選
挙
で
不
利
に

働
く
こ
と
を
危
惧
す
る
声
が
、
一
部
か
ら
出
て
い
る
。

　

第
二
の
課
題
は
、
外
交
政
策
を
め
ぐ
る
党
内
亀
裂
が
深
ま
る
危
険

性
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
選
挙
に
向
け
て
、
民
主
党
で
は
、
党
内
の

結
束
を
模
索
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
争
点
を
目

の
前
に
す
る
と
、
有
力
候
補
四
人
の
間
で
も
、
立
場
の
違
い
が
鮮
明

に
な
る
場
面
が
多
い
。

　

例
え
ば
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
問
題
に
つ
い
て
、
バ
イ
デ
ン
氏
、
ブ
テ
ィ

ジ
ェ
ッ
ジ
氏
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
は
、
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
に
対
峙
す
る
グ

ア
イ
ド
暫
定
大
統
領
を
承
認
し
て
い
る
が
（
た
だ
し
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏

の
承
認
は
他
の
二
人
よ
り
遅
い
）、
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
承
認
を
拒
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
離
脱
し
た

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
に
つ
い
て
は
、「
最

善
で
は
な
い
が
良
き
協
定
で
あ
っ
た
」と
す
る
バ
イ
デ
ン
氏
に
対
し
、

他
の
三
者
は
、現
状
で
は
参
加
し
な
い
と
の
意
向
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
先
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
揺
さ
ぶ
り
を
強
め
て
く
る
こ
と
も
想
定

で
き
る
だ
け
に
、
こ
う
し
た
党
内
の
亀
裂
も
、
本
選
挙
に
向
け
た
不

安
材
料
に
な
り
う
る
。

　

第
三
の
課
題
は
、
批
判
対
象
と
な
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
自
体
の
外
交

方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世

界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て
は
、
共
和
党
の
中
に
お

い
て
も
、
大
き
な
考
え
方
の
違
い
が
あ
る
。

　

特
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
第
一
」
の
路
線
を
掲
げ

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
、
主
流
派
の
外
交
路
線
を
重
視
す
る
政
権
幹

部
が
同
居
す
る
形
に
な
っ
て
い
て
、
基
本
的
な
外
交
方
針
そ
の
も
の

が
見
定
め
に
く
い
。「
ア
メ
リ
カ
第
一
」
路
線
と
主
流
派
の
外
交
路

線
と
で
大
き
く
立
場
が
異
な
る
争
点
も
少
な
く
な
い
だ
け
に
（
対
ロ

シ
ア
政
策
や
同
盟
国
と
の
関
係
な
ど
）、
こ
う
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
特
質
が
、
民
主
党
候
補
を
悩
ま
す
場
面
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

い
ず
れ
の
候
補
者
に
と
っ
て
も
、
民
主
党
の
指
名
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
、
ま
ず
も
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
の
民
主
党
予
備
選
で
は
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
勝
て
る

候
補
者
」
を
選
ぶ
こ
と
が
き
わ
め
て
重
視
さ
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
民
主
党
の
各
候
補
者
に
と
っ
て

は
、
本
選
挙
も
見
据
え
た
発
信
や
振
る
舞
い
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
●


